
　整形外科担当患者さんの術式を見て、特徴やリスクがパッと思い浮かびますか？思い浮かばないという人は要注意。同じ疾患でも、術式・
侵襲・固定材料などによって、術後のアプローチが 180 度変わるので、これを知らないと患者さんの回復は遅れると言っても過言では
ないのです。この講座では、各疾患の手術について、専門医がコメディカルにも「ここは押さえておいて！」というポイントを徹底解説。
　その上で後半にはコメディカルの講師が、術式を理解した上で、看護ケア・リハビリを行う際の留意点と、アプローチの実践を教えて
くれるハイブリッド講義で臨床力を一気に引き上げます。さああなたも術式別のポイントをしっかり理解して、最適なリスク管理とアプ
ローチができるスタッフを目指しませんか？

医師　　コメディカル　　の
一生使えるスキル

術式別のアプローチを身につけて
　　　　ケア・リハビリの質を上げよう！

ハイブリッド
レクチャーで、

え？知らないで介入してるの??
  整外術式別にみる “踏み込んだ”
　疾患　　　　　　　　　下肢編

6月16日（日） 

大腿骨頚部・
転子部骨折編

日　時： 9月 21日（土）10：00 ～ 16：00
会　場：インターネットライブ生中継
講　師： 黒田 良祐 先生（神戸大学大学院） 瀧田 勇二 先生（白金整形外科病院）
対　象：PT・OT・ST・看護師（左記以外でも受講可）
受講料：会員 9,800円    一般 12,800円（税込）

見逃し受講期間2週間有り

新入会 会費無料

ACL損傷・半月板損傷 編ACL損傷・半月板損傷 編

●ACL損傷の受傷機転と術式選択の実際
 ～手術による可動域・痛みへの影響の見極め～
●半月板損傷は早期治療が鉄則！？
  縫合術・切除術と骨の関連
●MMTでは不十分！？
 可動範囲と術式を意識したパフォーマンス評価
●事前の準備で7割決まる！
 採取腱を意識した術前術後リハビリの実際
●ベテランはここを介入している！
 固有感覚を意識した神経リハビリテーションと再発予防

術式別にみた段階的負荷量アップと
  運動器・感覚・神経を統合したトータルアプローチ

※上記各1講座受講で離床アドバイザー習得コースの理論コース1単位を取得できます。 ※各講座の詳細はHPをご覧下さい。

7月20日（土） 

変形性
   股関節症編

8月18日（日） 

変形性
   膝関節症編

4回まとめて申し込むと
クーポン
4,000円分
   プレゼント！ 

会員のみ
30 名
限定

プログラム

講座コード
R-244

同じ疾患でも術式によってアプローチを変えるのがベストですよね?

「疾患アプローチ下肢編」 全4講座シリーズで開催！「疾患アプローチ下肢編」 全4講座シリーズで開催！


